
【１２月の生活目標】 ２学期の締めくくりをしよう。 【１２月の保健目標】寒さに負けない体をつくろう。 【１２月の給食目標】冬の食事について考えよう。 

※ 年末年始は交通事故の多い時期です。交通安全に十分気を付けましょう。 
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松谷みよ子さんの「わたしのいもうと」（偕成社）です。後書き

に「おそろしいのは，おおかたの人が自分でも知らないうちに加害

者になっている，またはなり得ることではなかろうか。」と記され

ています。 
 
国立教育研究所は 2004 年から 2009 年までの６年を掛けて，年２

回，計 12 回に渡って，小４から中３までの，同じ子ども達を対象

にいじめに関わる追跡調査を実施しました。その結果，６年間にい

じめ（仲間外し）に遭った子が約９割に上り，同じく，約９割の子が何度もいじめ等の加害

者になっていたことが分かりました。この結果は, 誰でも被害者になり得るし，また加害者

にもなり得ることを示しています。「うちの子に限って…」という見方は捨てなければなりま

せん。 
 
当校でも，学年や性別に関係なく，「ばか」「あほ」「おまえ」「だっせー」「きも（い）」な

どの言葉や「トゲのある言い回し」が聞こえてくることがあります。また，一人一人はとて

も素直なよい子ですが，残念ながら，集団になると集団心理が働き，合理的に判断をするこ

となく，特定の方向に流されるまま行動し，「寄ってたかって」という状況をつくり出すこと

もあります。おそらく，「ふざけていただけ」とか「いじめているつもりはなかった」など，

その時には，自分がいじめているという認識はさほどないものと思われます。しかし，これ

らの言葉は，受け止め方によっては立派ないじめです。そして，いじめは人の生きる力を弱

め，命をも奪ってしまうことがあります。だからこそ，「たかが言葉遣い」ではありますが，

聞き逃してはなりません。 
 
12 月１日（月）から５日（金）は，人権週間。９月号でもお知らせしましたが，言葉遣い

は小・中学校共通の指導課題でもあります。人をいじめるのは，誰かをいじめることで「何

か」から少しでも楽になりたいからだと言います。「いじめる側に立った子ども」の，そうし

た心にも思いを馳せながら，「その場，その場」の指導を根気強く進めたいと思います。 
 
「己所不欲。勿施於人。」（己の欲せざる所は人に施すこと勿れ。） 

 

 

 

 

この子は，わたしの妹。向こうを向いたまま ふりむいてくれないのです。 
妹の話，聞いて下さい。 
 
今から７年前，わたしたちはこの町に引っ越してきました。 
トラックに乗せてもらって ふざけたりはしゃいだり，アイスキャンディーをなめたりしながら。 
妹は小学校４年生でした。 
 
けれど転校した学校で，あのおそろしいいじめが始まりました。 
言葉がおかしいと笑われ，とびばこができないといじめられ，クラスのはじさらしとののしられ， 
「くさいブタ」と言われ。 
ちっともきたない子じゃないのに，妹が給食を配ると受け取ってくれないと言うのです。 
 
とうとうだれひとり口をきいてくれなくなりました。 
一月たち，二月たち，遠足に行ったときも 妹はひとりぼっちでした。 
 
やがて妹は学校へ行かなくなりました。 
ご飯も食べず，口もきかず，妹はだまってどこかを見つめ，お医者さんの手もふりはらうのです。 
でもその時，妹の体につけられたあざが，たくさんあるのがわかったのです。 
 
妹はやせおとろえて このままでは命がもたないと言われました。 
かあさんが必死でかたく結んだくちびるにスープを流しこみ，だきしめて，だきしめて，いっしょ
にねむり，子守歌を歌って，ようやく妹は 命を取りとめました。 
 
そして毎日がゆっくり流れ，いじめた子たちは中学生になって セーラー服で通います。 
ふざけっこしながら，かばんをふりまわしながら。 
でも妹はずっと部屋にとじこもって，本も読みません。レコードもききません。 
だまってどこかを見ているのです。ふり向いてもくれないのです。 
 
そしてまた年月がたち，妹をいじめた子たちは，高校生 
まどの外を通っていきます。笑いながら，おしゃべりしながら・・・ 
 
このごろ妹は折り紙を折るようになりました。 
赤いつる青いつる白いつる つるにうずまって 
でもやっぱりふりむいてはくれないのです。 
 
かあさんは泣きながら となりの部屋で つるを折ります。 
つるを折っていると あの子の心がわかるような気がするの・・・ 
 
ああ私の家はつるの家 わたしは野原を歩きます。 
草原にすわると いつの間にか わたしもつるを折っているのです。 
 
ある日妹はひっそりと死にました。 
つるを手のひらにすくって 花といっしょに入れました。 
妹の話はこれだけです。  

 

「わたしをいじめたひとたちは もうわたしをわすれてしまったでしょうね 
あそびたかったのに べんきょうしたかったのに。」 

日 曜 行　　　　事 日 曜 行　　　　事

1 月 校内人権週間（～５日）貯金日

2 火 ALT訪問日
12 金 ALT訪問日　巡回図書

14 日 伊集院梅マラソンジョギング大会

人権教育出前授業（3･4年） 23 火 天皇誕生日
伊集院地域ＰＴＡ連絡会役員会・情報交換会 24 水 終業式　美化活動
日置地区・日置市生涯学習推進大会 25 木 わくわく実験教室（9:30～11:30市中公）
（12:20～16:35　伊集院文化会館） 26 金 わくわく作文塾（9:00～12:00市中公）仕事納め

7 日 （小中合同PTAﾘｻｲｸﾙ予備日） 31 火 大晦日

6

4 木

土

5

校内持久走大会9:40～11:35,家庭教育学級14:10～15:10
学級PTA(1･2年15:20～16:00，3～6年16:05～16:45）

10 水
清掃強調週間（～19日）
年末・年始の交通事故防止運動（～1/10）

金


